
１００人の教室って暑いし、
先生の声はうしろまで
聞こえないし、 すごく大変！

古い校舎の黒板・・・
 これじゃ書けないじゃん！笑

あいうえおの勉強がはじまりました。
うーん、難しい！っていいながら、
笑い声の絶えないクラスです。

おしえあいっこ！
ほほえましい

モノゴールのせいかつ

首都から２５０ｋｍ離れた山

岳地・チッタゴン丘陵地帯に

ある少数民族の子どもたちの

ための寄宿学校「モノゴー

ル」。モノゴールは少数民族

と政府側の紛争が激しかった

1974 年にお坊さんたちによっ

て設立されました。

モノゴールって？

現在の生徒数は、敷地内に併設

されている寮に暮らす生徒が

523 人、外から通って来る生徒

が 551 人の計 1074 人。 

文化的、民族的に多様なチッタ

ゴン丘陵地帯。この学び暮らせ

る学校にも１１の少数民族コ

ミュニティー出身の生徒が在学

しています。

何人の子どもたちが
　　　　　　　学んでいるの？

もともとは紛争で親を失った

子どもや、貧困に苦しむ子ど

もたちが避難シェルターと教

育の場として建てられたこの

学校。現在も、きちんと機能

する学校がないような遠隔地

の子どもや、貧困家庭の子ど

も、親を失って住むところが

ない子どもなど様々な家庭環

境の生徒が学んでいます。

様々な境遇の子どもたち

寮には寮母さんもいますが、

上の学年の子が小さい子の

面倒をみたり相談にのった

り、いろいろな学年の子が

混ざって遊んだりと、女の

子の寮も男の子の寮も、笑

い声が絶えずとてもいい雰

囲気！

笑い声の絶えない学校

2 年生、ベンガル語の時間。
この笑顔がどうしようもなく素敵

ずっと授業中寝てたくせに写真をとりはじめたら
「ぼくを撮って！！！！」とやんちゃぼうず。


